
酪農とちぎ農業協同組合　2005. 7.25●1

　

先
に
稼
動
し
た
那
須
高
原
支

所
に
続
き
「
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
」

が
完
成
し
、
六
月
一
日
よ
り
稼

動
致
し
ま
し
た
。
旧
那
須
高
原

Ｃ
Ｓ
と
西
那
須
野
Ｃ
Ｓ
を
統
合

し
、
那
須
町
か
ら
那
須
塩
原
市

に
移
転
し
ま
し
た
。
ま
た
、
支

所
と
隣
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、

利
便
性
と
施
設
の
合
理
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
様
に
は
梅
雨
明
け
と
と
も

に
、
収
穫
作
業
、
温
度
の
上
昇

に
よ
る
衛
生
的
乳
質
の
保
全
・

冷
却
設
備
の
点
検
整
備
に
気
遣

う
毎
日
と
察
し
ま
す
。
今
年
も

酷
暑
が
予
想
さ
れ
牛
達
に
も
辛

い
日
々
が
続
き
ま
す
。
暑
熱
対

策
を
万
全
に
す
る
事
が
、
増
産

・
増
収
に
繋
が
り
ま
す
の
で
是

非
実
行
下
さ
い
。
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な
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、橋
本
俊
一
県
農
務
部
長（
代

理
）
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、
議
長
団
に
は
、

大
島
浩
氏
（
芳
賀
町
）
今
耕
一
氏
（
那

須
町
）
が
選
任
さ
れ
、
提
出
第
一
号
か

ら
第
八
号
議
案
ま
で
慎
重
に
審
議
さ
れ

た
結
果
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り
可
決

決
定
を
得
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
で
は
、
赤
堀
参
事
よ
り
、

四
年
度
の
各
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
詳

細
な
説
明
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

第
二
号
〜
第
四
号
議
案
に
つ
い
て
は
、

農
協
法
及
び
民
法
等
の
改
正
に
伴
う
、

定
款
・
諸
規
定
変
更
に
つ
い
て
説
明
後

承
認
を
得
ま
し
た
。

　

第
五
号
議
案（
十
七
年
度
事
業
計
画
）

に
つ
い
て
は
、
需
要
期
の
生
乳
増
産
に

理
解
と
協
力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、

購
買
品
供
給
原
価
の
低
減
・
指
導
事
業

の
充
実
・
栃
木
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
の

協
力
支
援
を
行
な
う
事
を
説
明
し
ま
し

た
。
診
療
事
業
・
牧
場
事
業
に
つ
い
て

は
、
効
果
的
な
事
業
展
開
を
進
め
る
事

な
ど
を
説
明
し
、
第
六
〜
七
号
議
案
に

つ
い
て
も
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
、

同
様
の
理
解
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
八
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

五
名
の
理
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
相
馬
副
組
合
長
が
閉
会
を
宣
し

終
了
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
出
席
状
況

定
数　

百
九
十
名　

本
人
出
席
百
四
十

五
名
、
書
面
議
決
二
十
四
名

　

主
な
質
疑
、
意
見
要
望
等

①
特
殊
資
産
の
内
容
に
つ
い
て

②
定
款
変
更（
組
合
員
の
脱
退
）に
つ
い
て

③
常
勤
役
員
の
報
酬
に
つ
い
て

④
集
乳
路
線
合
理
化
に
つ
い
て

⑤
全
員
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
集
乳
車
へ
の
乳
量
計
設
置
に
つ
い
て

⑦
施
設
合
理
化
に
つ
い
て

⑧
預
託
牛
の
耳
標
管
理
に
つ
い
て

⑨
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
時
の
定
期
検
査

の
扱
い
に
つ
い
て

⑩
診
療
事
業
の
内
容
と
開
業
獣
医
と
の

連
携
に
つ
い
て

⑪
飼
料
袋
の
回
収
に
つ
い
て

⑫
夏
期
の
乳
質
管
理
に
つ
い
て

⑬
ヘ
ル
パ
ー
職
員
の
待
遇
及
び
報
酬
に
つ
い
て

　

ま
た
席
上
、
乳
質
共
励
会
の
表
彰
が

行
な
わ
れ
、
組
合
表
彰
・
県
表
彰
・
連

続
賞
の
各
受
賞
者
に
対
し
、
日
頃
の
乳

質
向
上
に
対
す
る
努
力
を
賞
し
ま
し
た
。

　

第
四
回
通
常
総
代
会
を
六
月
二
十
八

日
、
高
根
沢
町
民
ホ
ー
ル
に
総
代
百
四

十
五
名
が
出
席
し
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
定
刻
午
前
十
一
時
に
定
足
数

を
満
た
し
、
菊
池
副
組
合
長
が
開
会
を

宣
し
、
前
田
組
合
長
よ
り
飲
用
牛
乳
の

消
費
拡
大
、
脱
脂
粉
乳
の
過
剰
在
庫
に

つ
い
て
の
対
応
を
説
明
、
那
須
高
原
支

所
の
新
設
、
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
が
完
成
し

六
月
一
日
よ
り
の
本
稼
動
を
報
告
、
栃

木
県
南
支
所
の
新
設
設
計
を
策
定
し
地

域
の
拠
点
整
備
に
よ
り
、
合
理
化
を
進

め
る
事
な
ど
を
含
め
、
四
年
度
の
経
過

・
五
年
度
の
業
務
方
針
に
つ
い
て
詳
細
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組 合 長 の 挨 拶

乳質共励会表彰ご意見・ご要望 議長団の大島浩氏(左) 今耕一氏(右)
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六
月
中
旬
、
支
所
ご
と
に
地
域
説
明

会
を
四
会
場
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
総
代
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
支
所
別
説
明
会
を
実
施
し
、
全

組
合
員
に
十
六
年
度
事
業
実
績
及
び
十

七
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
ご
報
告
し
、

皆
様
か
ら
ご
要
望
、
ご
意
見
等
を
頂
き
、

今
後
の
事
業
展
開
の
参
考
と
し
て
お
り

ま
す
。
主
な
質
疑
、
ご
意
見
を
次
に
ま

と
め
ま
し
た
。

主
な
質
疑
ご
意
見
等

那
須
高
原
支
所

　

生
乳
生
産
量
に
つ
い
て

　

組
合
資
金
に
つ
い
て

　

総
代
会
制
に
つ
い
て

　

関
東
生
乳
販
連
の
機
能
に
つ
い
て

　

業
務
報
告
書
の
様
式
に
つ
い
て

　

人
件
費
に
つ
い
て

　

集
乳
コ
ー
ス
に
つ
い
て

　

奨
励
金
等
に
つ
い
て

　

親
子
加
入
に
つ
い
て

宇
都
宮
支
所

　

事
業
利
益
に
つ
い
て

　

乳
質
奨
励
金
等
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
に
つ
い
て

　

組
合
員
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　

組
合
員
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

栃
木
県
南
支
所

　

一
元
集
荷
多
元
販
売
に
つ
い
て

　

市
乳
事
業
に
つ
い
て

　

診
療
事
業
に
つ
い
て

　

総
代
会
制
に
つ
い
て

　

組
合
員
加
入
に
つ
い
て

平成16年度乳質共励会表彰名簿
備　考連続賞受賞者県 表 彰組合員名支 所 名表彰区分
３年連続昨年、最優秀賞知 事 賞小 針　 秀 夫

那須高原支所

優秀賞(９名）

２年連続昨年、優秀賞知 事 賞前 田　 宏 幸
２年連続昨年、優秀賞農務部長賞横 山　 武 夫
３年連続昨年、優秀賞農務部長賞小 林　 陽 子
２年連続昨年、優秀賞宍 戸　 英 樹

昨年、優良賞大 田 原　 浩
桧 山　 嘉 男宇都宮支所

昨年、優良賞小 倉　 通 保
栃木県南支所

鈴 木　 　 弘
昨年、優秀賞伊 藤　 謙 三

那須高原支所

優良賞（２３名）

月 井　 明 典
佐 藤　 栄 昭

昨年、優秀賞仙 波　 信 男
松 本　 伸 一
森　 　 義 一
大 沼　 哲 夫
田 代　 憲 次
室 井　 秀 行
後 藤　 信 夫

昨年、優良賞白 須　 孝 志
小 針　 　 勇

昨年、優秀賞加 藤　 拓 央
昨年、優秀賞平 野　 恒 夫

宇都宮支所
昨年、優良賞松 井　 　 実

桧 山　 正 人
栃木県農業大学校
井 沢　 孝 之

栃木県南支所

藤 沼　 義 夫
三 柴　 秀 夫
加 藤　 俊 雄
大 瀧　 信 夫
柳　 　 憲 一

　　　　　　　　※同点の場合、順不同　
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明
会

開　　　　票

役員選任投票

新 役 員 挨 拶
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酪酪酪酪酪酪酪
農農農農農農農
ととととととと
ちちちちちちち
ぎぎぎぎぎぎぎ

新新新新新新新
那那那那那那那
須須須須須須須
高高高高高高高
原原原原原原原

ククククククク
ーーーーーーー
ラララララララ
ーーーーーーー
ススススススス
テテテテテテテ
ーーーーーーー
シシシシシシシ
ョョョョョョョ
ンンンンンンン
稼稼稼稼稼稼稼
動動動動動動動

　

五
月
二
十
七
日
、
那
須
高
原
・
西
那

須
野
Ｃ
Ｓ
を
集
約
し
、
施
設
の
合
理
化

を
図
る
為
に
稼
動
が
待
た
れ
て
い
た

「
新
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
」
が
先
の
那
須
高

原
支
所
に
続
き
完
成
し
、
関
係
者
約
百

五
十
名
が
出
席
し
盛
会
に
竣
工
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
は
、「
新
山
村
振
興
等

特
別
対
策
事
業
」
の
補
助
を
受
け
て
建

設
さ
れ
、
那
須
町
・
那
須
塩
原
市
・
大

田
原
市
・
黒
羽
町
・
湯
津
上
村
の
五
市

町
村
の
約
四
〇
〇
戸
か
ら
生
乳
を
受
入

れ
ま
す
。
新
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
の
貯
乳
量

は
二
四
〇
ｔ
、
一
日
の
生
乳
処
理
能
力

は
三
八
五
ｔ
が
あ
り
、
本
州
最
大
級
の

処
理
能
力
（
近
日
の
日
別
最
大
集
乳
量

は
、
Ｃ
Ｓ
処
理
能
力
の
約
八
九
％
を
記

録
）
を
備
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
集

送
乳
車
の
受
送
乳
・
洗
浄
は
ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
方
式
を
採
用
し
、
生
乳
の
冷
却

・
搬
送
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
洗
浄
を
自

動
制
御
で
集
中
管
理
す
る
最
新
設
備
を

導
入
し
合
理
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

竣
工
式
に
は
、
農
水
省
、
栃
木
県
、

那
須
塩
原
市
、
国
・
県
会
、
関
係
団
体
、

乳
業
メ
ー
カ
ー
、
組
合
員
に
ご
臨
席
頂

き
ま
し
た
。
神
事
は
黒
磯
神
社
月
江
宮

司
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
、
参
列
者
が
見

守
る
中
、
各
関
係
者
に
よ
り
玉
串
の
奉

典
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・
記
念
樹
の
植
樹
が
行

な
わ
れ
、
蓮
実
進
衆
議
院
議
員
の
挨
拶

の
後
、
Ｃ
Ｓ
内
の
視
察
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
会
場
を
移
動
し
竣
工
祝
賀
会
が

開
か
れ
、
前
田
組
合
長
は
「
県
北
の
地

域
施
設
合
理
化
が
、
国
や
県
な
ど
の
ご

指
導
ご
支
援
の
も
と
、
近
代
的
な
Ｃ
Ｓ

を
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
最

新
機
能
を
備
え
た
施
設
は
、
各
メ
ー
カ

か
ら
も
評
価
を
受
け
て
お
り
、
消
費
者

の
み
な
さ
ま
に
も
安
心
し
て
飲
ん
で
も

ら
え
る
生
乳
を
届
け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ま
た
、
新
し
い
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
は
、

先
に
完
成
し
た
支
所
と
共
に
、
集
乳
路

線
の
合
理
化
、
管
理
費
の
削
減
が
実
現

し
、
よ
り
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
還
元
し
、

組
合
員
の
皆
様
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
努

力
し
た
い
。」と
挨
拶
し
ま
し
た
。
続
い

て
農
水
省
、
栃
木
県
、
那
須
塩
原
市
、

国
・
県
会
、
関
係
酪
農
団
体
か
ら
「
近

代
的
な
施
設
の
完
成
を
祝
い
、
さ
ら
な

る
合
理
化
と
安
全
性
の
両
立
を
目
指
し
、

県
北
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
ほ
し

い
。」
等
の
来
賓
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

▽
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
概
要

①
敷
地　
　
　
　

一
一
、
四
五
二
㎡

②
生
乳
処
理
棟　

一
、
五
三
九
㎡

③
処
理
能
力　
　

三
八
五
㌧
（
日
）

　

貯
乳
能
力　
　

二
四
〇
㌧
（
〃
）

④
受
乳
能
力　
　

八
〇
㌧
（
一
時
間
）

　

送
乳
能
力　
　

九
〇
㌧
（　

〃　

）

　

冷
却
能
力　
　

八
〇
㌧
（　

〃　

）

⑤
制
御
方
法　
　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
集

中
管
理（
受
入
・
送
乳
・
冷
却
・
洗
浄
）
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那
須
高
原
支
所

　

女
性
会
那
須
支
部
勉
強
会

　

六
月
二
十
二
日　

那
須
高
原
支
所
二

階
会
議
室
に
て
、女
性
会
那
須
支
部（
支

部
長
、
清
水
恵
美
子
さ
ん
）
主
催
に
よ

る
勉
強
会
が
、
女
性
会
会
員
五
十
名
が

参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
乳
房
炎
の
予
防
」
を
テ
ー
マ
に
、

那
須
高
原
支
所
指
導
課
の
深
沢
博
之
職

員
に
よ
り
行
な
わ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
の
講
演
は
分
か
り
易
く
、
質

疑
応
答
も
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
、
乳
房

炎
予
防
法
の
理
解
と
会
員
相
互
の
意
識

高
揚
を
図
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
後
に
は
、
新
設
さ
れ
た

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
の
最
新
設
備
を
見
学
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
組
合
が
行
な
っ
て

い
る
、
安
全
・
安
心
な
良
質
乳
生
産
へ

の
理
解
を
深
め
、
有
意
義
な
勉
強
会
と

な
り
ま
し
た
。 

　

宇
都
宮
支
所

　

女
性
会
宇
河
今
市
支
部

　

視

察

研

修

会

　

去
る
六
月
六
日
、
女
性
会
宇
河
今
市

支
部
（
支
部
長
郷
間
美
知
子
さ
ん
）
は

新
築
の
香
り
漂
う
那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
へ
会

長
以
下
総
勢
十
四
名
で
視
察
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

川
上
Ｃ
Ｓ
所
長
の
案
内
で
検
査
室
、

受
乳
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
室
と
案
内
さ
れ
、

質
問
し
な
が
ら
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

特
に
注
目
の
あ
っ
た
の
は
近
代
的
に

整
備
さ
れ
た
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
の
受
乳

場
で
し
た
。
受
乳
場
の
混
雑
も
な
く
、

手
際
よ
く
操
作
し
て
次
の
集
乳
に
出
て

行
く
ロ
ー
リ
ー
車
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ

に
興
味
深
く
見
学
で
き
ま
し
た
。

　

次
い
で
組
合
員
さ
ん
直
営
販
売
店
の

ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ヌ
に
て
、
自
慢
の
ア
イ

ス
の
美
味
し

さ
や
お
土
産

品
を
た
っ
ぷ

り
と
賞
味
さ

れ
て
い
ま
し

た
。

　

締
め
く
く

り
は
、
温
泉

付
き
昼
食
で

日
頃
の
仕

事
の
疲
れ

を
癒
し
楽

し
い
一
時

を
過
ご
し

よ
り
親
睦

を
深
め
た

良
い
研
修

会
と
な
り

ま
し
た
。

　

栃
木
県
南
支
所

　

『
キ
ャ
リ
ロ
ボ
稼
働
』

　

今
回
は
、
酪
農
と
ち
ぎ
で
初
め
て
搾

乳
ユ
ニ
ッ
ト
自
動
搬
送
装
置
（
キ
ャ
リ

ロ
ボ
）
を
導
入
し
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て

生
産
性
を
高
め
て
い
る
真
岡
市
の
高
橋

平
治
さ
ん
の
牧
場
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
牧
場
は
、
今
年
の
四
月
末
に
公

社
事
業
に
よ
り
、
五
十
二
頭
対
尻
式
の

牛
舎
を
新
築
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、

牛
群
検
定
成
績
を
有
効
に
活
用
し
、
さ

ら
に
連
続
水
槽
や
牛
床
の
改
善
な
ど
の

カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
に
取
り
組
み
、
牛

群
平
均
一
万
㎏
に
達
し
て
い
ま
し
た
。

高
泌
乳
牛
群
で
あ
る
た
め
、
個
体
管
理

を
重
視
し
、
つ
な
ぎ
牛
舎
を
選
択
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
四
基
（
一
基
で
搾
乳

ユ
ニ
ッ
ト
二
台
）
の
キ
ャ
リ
ロ
ボ
を
導

入
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ロ
ボ
は
、
ま
ず
自
動
で
搾
乳

ユ
ニ
ッ
ト
を
牛
の
隣
ま
で
搬
送
し
ま
す
。

次
に
自
動
で
ミ
ル
ク
タ
ッ
プ
を
接
続
し
、

左
右
の
牛
の
搾
乳
が
同
時
に
開
始
さ
れ

ま
す
（
乳
頭
清
拭
と
ユ
ニ
ッ
ト
装
着
お

よ
び
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
は
手
動
）。搾
乳
終

了
後
は
自
動
離
脱
し
、
ミ
ル
ク
タ
ッ
プ

も
自
動
で
外
れ
て
、
次
の
搾
乳
牛
の
と

こ
ろ
へ
自
動
で
搬
送
さ
れ
ま
す
。
あ
と

は
こ
の
繰
り
返
し
と
な
り
ま
す
。
こ
の

搾
乳
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
用
す
れ
ば
一
人
一

時
間
で
五
十
頭
の
搾
乳
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

高
橋
さ
ん
は
、
長
年
の
『
親
子
三
人

の
夢
と
希
望
』
を
運
ぶ
キ
ャ
リ
ロ
ボ
が

完
成
し
て
、
搾
乳
時
間
が
半
分
に
な
り
、

生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
、
笑
顔
で
搾
乳

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
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�

�

�
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�
�
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三
・
九
％
増
と
回
復
傾
向
を
示
し
て
お

り
ま
す
が
、
飲
用
需
要
の
回
復
傾
向
に

は
到
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
需
要
拡
大

対
策
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
定
乳
製
品
向
け
に
つ
い
て
は
、
生

乳
生
産
量
が
前
年
を
下
回
っ
た
こ
と
も

あ
り
五
・
二
％
減
と
前
年
を
下
回
っ
て

お
り
ま
す
。

　

組
合
に
お
け
る
乳
質
成
績
は
、
脂
肪

率
が
前
年
を
上
回
り
三
・
九
五
％
、
無

脂
固
形
分
率
は
前
月
及
び
前
年
と
同
じ

八
・
八
％
と
な
り
ま
し
た
。
細
胞
数
に

つ
い
て
は
前
年
値
を
〇
・
六
万
下
回
る

（
二
三
・
六
万
）
好
成
績
と
な
り
ま
し

た
。

　

五
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
上

記
の
と
お
り
で
す
。

酪
農
部

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ウ
開
催

　

全
共
開
催
の
一
環
と
し
て
、
栃
木
県

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
主
催
の
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ウ
が
六
月

二
十
四
日
（
金
）、
矢
板
市
家
畜
市
場
に

生
乳
販
売
課

　

生
乳
生
産
量
の
回
復
傾
向
ま
だ
見
え
ず
。

　

生
乳
の
生
産
は
、
今
年
度
に
入
り
前

年
実
績
を
下
回
る
生
産
で
推
移
し
て
お

り
ま
す
が
、
五
月
に
つ
い
て
も
九
六
・

八
％
と
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

支
所
別
に
み
る
と
、
五
月
は
那
須
高

原
支
所
に
お
い
て
は
九
五
・
三
％
、
宇

都
宮
支
所
に
お
い
て
は
九
七
・
七
％
、

県
南
支
所
に
お
い
て
も
九
九
・
六
％
と

三
支
所
と
も
に
前
年
を
下
回
る
実
績
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
那
須
高
原

支
所
管
内
に
お
け
る
減
少
幅
が
大
き
く

今
後
の
生
産
動
向
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

全
国
の
生
乳
生
産
動
向
に
つ
い
て
は
、

五
月
は
北
海
道
が
九
八
％
、
全
国
で
も

九
七
・
九
％
と
全
体
的
に
下
回
る
傾
向

と
な
り
、
累
計
で
は
九
八
・
六
％
と
な

り
ま
し
た
。
関
東
に
お
い
て
は
九
七
・

五
％
と
相
変
わ
ら
ず
減
少
傾
向
が
続
い

�
�
�
���

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移 て
お
り
ま
す
。

　

生
乳
需
要
の
動
向
に
お
い
て
は
、
飲

用
牛
乳
向
け
は
相
変
わ
ら
ず
低
迷
（
三

％
減
）
し
、
醗
酵
乳
向
け
に
つ
い
て
は
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と
言
わ
れ
る
わ
が
国
の
よ
う
だ
が
、
早

く
も
経
済
効
果
二
千
五
百
億
円
が
試
算

さ
れ
、
テ
レ
ビ
業
界
・
旅
行
業
者
の
追

い
風
商
戦
が
始
ま
っ
た
。

　

本
県
に
も
Ｊ
２
リ
ー
グ
入
り
を
目
指

し
健
闘
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
あ

る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
主
体
の
「
栃
木
Ｓ

Ｃ
」、ア
マ
チ
ュ
ア
大
会
最
高
峰
の
Ｊ
Ｆ

Ｌ
（
サ
ッ
カ
ー
日
本
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ

ー
グ
）
に
お
い
て
、
首
位
攻
防
戦
を
展

開
し
、
Ｊ
リ
ー
グ
入
り
も
夢
で
は
な
い
。

し
か
し
、
Ｊ
リ
ー
グ
参
入
に
は
成
績
だ

け
で
な
く
、
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

ク
ラ
ブ
の
法
人
化
・
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア

ム
の
設
置
・
Ｓ
級
有
資
格
者
の
指
導
者

招
聘
・
三
億
円
の
運
営
費
等
々
を
完
備

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。で
も
、関
東
で
唯
一

プ
ロ
チ
ー
ム
の
な
い
本
県
だ
け
に
、
支

援
す
る
フ
ア
ン
は
大
勢
い
る
。

�
�

�

　

サ
ッ
カ
ー
に
続
き
人
気
上
昇
中
な
の

が
女
子
バ
レ
ー
。
昨
年
の
選
手
の
顔
ぶ

れ
も
一
新
し
、
新
生
・
全
日
本
チ
ー
ム

が
世
界
強
豪
を
相
手
に
善
戦
し
続
け
好

調
に
始
動
し
た
。
若
さ
溢
れ
る
度
胸
と

プ
レ
ー
は
、
一
日
の
疲
れ
を
癒
し
て
く

れ
る
。
そ
し
て
、
待
望
の
全
国
高
校
野

球
県
大
会
が
開
幕
し
た
。

�
�

�

　

最
近
、
耳
に
す
る
言
葉
の
ひ
と
つ
に

「
団
塊
世
代
」
が
あ
る
。
昭
和
二
十
二

年
か
ら
二
十
四
年
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
生

ま
れ
、
現
在
五
十
六
歳
か
ら
五
十
八
歳

の
世
代
を
指
す
が
、
わ
が
国
総
人
口
の

五
％
、
約
六
八
〇
万
人
い
る
。

　

高
度
経
済
成
長
の
原
動
力
と
し
て
活

躍
し
た
企
業
戦
士
達
も
、
あ
と
二
年
後

か
ら
定
年
退
職
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る

が
、
熟
練
労
働
力
不
足
と
高
齢
化
を
一

層
加
速
さ
せ
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な

る
と
提
言
し
て
い
る
。

　

戦
後
六
十
年
、
わ
が
国
の
産
業
構
造

が
大
き
く
変
革
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

（
Ｙ
）

　

今
年
前
半
の
梅
雨
は
、
晴
天
少
雨
の

典
型
的
な
陽
性
型
で
折
り
返
し
た
。
関

東
は
、
九
州
一
部
よ
り
早
く
梅
雨
入
り

し
た
が
、
少
雨
に
よ
る
貯
水
源
池
の
枯

渇
、
田
植
え
の
断
念
、
取
水
制
限
を
発

令
し
た
地
域
も
あ
る
。「
雨
乞
い
祈
願
」

も
報
じ
ら
れ
た
が
、
水
不
足
は
早
く
も

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

途
端
、
七
月
に
入
る
と
豪
雨
に
よ
る

被
害
続
出
と
思
う
が
ま
ま
に
な
ら
ぬ
自

然
現
象
だ
が
、
十
八
日
梅
雨
明
け
し
、

い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎
え
る
。

�
�

�

　

今
や
、
プ
ロ
野
球
を
抜
く
人
気
ぶ
り

の
サ
ッ
カ
ー
。
Ｗ
杯
三
連
続
大
会
出
場

を
決
め
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
興
奮
は
冷
め

止
ら
ぬ
。
と
も
あ
れ
、
い
ば
ら
の
道
を

克
服
し
て
の
快
挙
を
た
た
え
た
い
。

　

物
事
を
金
銭
に
換
算
す
る
の
が
得
意

は
通
常
通
り
行
い
ま
す
。

　
『
ら
く
の
う
ふ
れ
あ
い
デ
ー（
第
十
三

回
酪
農
試
験
場
公
開
デ
ー
）』の
開
催

主
催　

栃
木
県
酪
農
試
験
場

日
時　

平
成
十
七
年
八
月
六
日
（
土
）

　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

場
所　

那
須
塩
原
市
千
本
松
二
九
八

テ
ー
マ　

「
育
も
う
！
豊
か
な
大
地
と

未
来
の
酪
農
」

六
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

六
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ

い
て

　

�三
 
　

支
所
別
地
域
説
明
会
結
果
報
告

に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

五
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

県
酪
連
業
務
承
継
に
つ
い
て

　

�三
 
　

全
共
負
担
金
に
つ
い
て

�
�
�
�

　

休
業
の
お
知
ら
せ

　

八
月
一
日
（
月
）
は
、
組
合
創
立
記

念
日
に
つ
き
休
業
と
な
り
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
尚
、
検
査
業
務

��
��
��
��
��
��

主
な
催
し
物　

試
験
研
究
成
果
の
展
示
、

と
ち
ぎ
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
の

紹
介
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
サ
ー
ビ
ス
、
堆
肥

・
風
船
・
牛
乳
・
乳
製
品
の
無
料
配
布
、

獣
医
さ
ん
体
験
、
乳
し
ぼ
り
体
験
、
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー
、農
畜
産
物
の
販
売

お
問
合
せ

　
�
０
２
８
７－

３
６－

０
２
３
０

　
�
０
２
８
７－

３
６－

０
５
１
６

栃
木
県
農
業
大
学
校 

平
成
十
八
年
度
学
生
募
集

　

栃
木
県
農
業
大
学
校
で
は
、
高
度
な

専
門
的
知
識
や
技
術
の
実
践
教
育
を
と

お
し
て
、
本
県
農
業
の
次
代
を
担
う
資

質
の
高
い
青
年
を
養
成
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員　

◇
本
科
（
高
卒
後
二
年

課
程
）
‥
総
合
農
学
科
各
四
十
名
（
作

物
・
畜
産
・
農
産
科
学
）、園
芸
学
科
各

六
十
名（
野
菜
・
花
き
・
果
樹
）。
◇
研

究
科
（
短
大
、
農
大
卒
業
後
二
年
課
程
）

各
二
十
名
（
作
物
・
園
芸
・
畜
産
・
食

品
科
学
）。

◆
出
願
期
間　

◇
推
薦
入
学
試
験
‥
平

成
十
七
年
九
月
二
十
六
日
〜
十
月
七
日

◇
一
般
入
学
試
験
・
前
期
‥
平
成
十
七

年
十
二
月
五
日
〜
十
六
日
◇
一
般
入
学

試
験
・
後
期
‥
平
成
十
八
年
二
月
六
日

〜
十
日
◇
研
究
科
・
一
般
入
学
試
験
‥

平
成
十
七
年
十
二
月
五
日
〜
十
六
日

◆
実
施
期
日　

◇
推
薦
入
学
試
験
‥
平

成
十
七
年
十
一
月
四
日
◇
一
般
入
学
試

験
・
前
期
‥
平
成
十
八
年
一
月
十
六
日

◇
一
般
入
学
試
験
・
後
期
‥
平
成
十
八

年
三
月
二
日
◇
研
究
科
・
一
般
入
学
試

験
‥
平
成
十
八
年
一
月
十
六
日

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
農
業
大
学
校　

事
務
部
教
務
課

　

〒
３
２
１｜

３
２
３
３

　

宇
都
宮
市
上
籠
谷
町
１
１
４
５｜

１

　
�
０
２
８｜

６
６
７｜

０
７
１
１

　

資
料
請
求
は
、
二
四
〇
円
切
手
を
同

封
の
上
、
御
請
求
く
だ
さ
い
。




